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最終的に sin 波形と矩形波による 2 つの波形の良い部分を合わせたような飽和 sin 波形を用い
て新しい翼構造と羽構造を取り入れた試作機を駆動させる事で 30Hz 時に正味揚力と正味推力に
関する機体性能は著しく向上した． 
また，従来のような翼構造についても打ち下ろし状態と打ち上げ状態の時間差変化を与えるた
めに特定のデューティ比に設定することで機体性能は向上した． 
 
